
13

認知症は誰しもがなる可能性があります。
認知症の方々を理解しましょう。
　認知症の方への対応には、認知機能低下があることを正しく理解してい
ることが必要です。そして、偏見をもたず、認知症は自分たちの問題である
という認識をもち、支援するという姿勢が重要となります。

正しい知識を得るためには、
「認知症サポーター」養成講座などがあります。
詳しくは「認知症サポーターキャラバン」で検索してください。
右のQRコードからアクセスできます。

トピック！
認知症の方への対応

❶アルツハイマー型認知症（約 50％）
　脳の広範囲にアミロイドβ( ベータ ) やタウという特殊なタンパク質が溜まり、
脳の神経細胞が壊れて減ってしまうために起こります。徐々に進行し、脳全体が
萎縮していくため、体の機能も失われていきます。

初期：新しいことが覚えられなくなる、同じことを繰り返し聞く、など。
中期：体験そのものを忘れてしまう。食事をしたことそのものを忘れてしまうの
　　　で、食べた後でも「食事はまだ？」と尋ねたりする。
後期：昔のことや、身についた動作、言葉の意味も忘れてしまう。

❷脳血管性認知症（約 20％）
　ある分野のことはしっかりできるのに他のことでは何もできない、突然症状
が出現したり変動したりすることがしばしばみられる、などまだらな症状がみ
られるのが特徴である。

❸レビー小体型認知症（約 20％）
　「知らない人がいる」といった実際には見えないものが生々しく見える、
動作が遅くなり転びやすくなるパーキンソン症状、などがみられ進行が早
いのが特徴である。

❹前頭側頭型認知症
　身だしなみに無頓着になる、相手に対して遠慮ができない、同じ行動を繰り返 
す、などがみられ若い年代から発症しやすいのが特徴である。
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1．驚かせない
2．急がせない
3．自尊心を傷つけない

基本姿勢は３つの「ない」

１．まずは見守る
２．余裕を持って対応する
３．声をかける時は1人で
４．後ろから声をかけない
５．相手に目線を合わせて優しい口調で
６．おだやかに、はっきりした話し方で
７．相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

具体的な対応の7つのポイント
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